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第一号議案 
日本緑化工学会 令和 6 年度事業報告 

（令和 6 年／2024 年 8 月 1 日 ～ 令和 7 年／2025 年 7 月 31 日） 
 
１．第 55 回日本緑化工学会大会の開催 

開催年月日：2024 年 9 月 12 日（木）～14 日（土） 
開催地 ：東京農業大学世田谷キャンパス（東京都世田谷区）および周辺 
発表題数：82 題（口頭発表 17 件、ポスター発表 65 件） 

発表件数のうち、論文 9 件、技術報告 16 件、研究交流発表 44 件 
参加者 ：270 名（会員 175 名、学生会員 24 名、非会員 53 名、非会員（学生）18 名） 
現地見学会「nature positive 織りなす都市・Tokyo」（9 月 12 日）を開催。 
公開シンポジウム「ヒトが生み出し・つなぐ Tokyo のみどり」（9 月 13 日）を実施。 
研究集会 6 件を会期中に開催。 

 
２．シンポジウム 
第 55 回日本緑化工学会大会にて公開シンポジウムを開催 

開催日時：2024 年 9 月 13 日（金） 14：30～17：30 
会 場：東京農業大学 横井講堂 
テーマ：「ヒトが生み出し・つなぐ Tokyo のみどり」 
参加者：約 200 名 

 
３．現地見学会 
（1）第 55 回日本緑化工学会大会にて現地見学会を開催 

開催日時：2024 年 9 月 12 日（木） 9：00～17：30 
開催地：東京都の水源林と地産材活用の取り組み、大手町の森 
テーマ：「nature positive 織りなす都市・Tokyo」 
参加者：26 名 

 
（2）現地検討会「能登半島地震による影響と自然再生（1）」および、地域性種苗調達ワークショップ・意見 

交換会を開催 
開催年月日：2025 年 1 月 12 日（日）～1 月 14 日（火） 
開催地・内容： 
奥能登地域の仮設団地・市街地・河川流域・津波の影響および外浦海岸を視察。 
現地農業法人および石川県奥能登農林事務所との意見交換会を実施。 

参加者：16 名 
 
４．緑化工セミナー 
「未来の緑化工セミナー」 第 3 回～第 5 回を開催。実施方法は全回オンライン開催、CPD ポイント付与。 

（1）未来の緑化工セミナー(3) 話題提供：高林 裕氏、宮本脩詩氏 
開催日時：2024 年 8 月 26 日（月） 17：30～19：00 
テーマ：「都市域の緑化空間における生物多様性」 
参加者：46 名 
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（2）未来の緑化工セミナー(4) 話題提供：小川泰浩氏、阿部建太氏 
開催日時：2025 年 1 月 24 日（金） 17：00～18：30 
テーマ：「緑化工学のフロンティアに向けて」 
参加者：35 名 

（3）未来の緑化工セミナー(5) 話題提供：中島宏昭氏、西野文貴氏 
開催日時：2025 年 3 月 12 日（水） 17：30～19：00 
テーマ：「緑化工による新たな二次林再生・森づくりの展開」 
参加者：37 名 

 
５．ICLEE2024 大会（ICLEE 設立 20 周年記念大会）への参画 

開催年月日：2024 年 10 月 4 日（金）～6 日（日） 
会 場 ：北九州工業大学 
参加人数・発表数等： 
参加人数 179 名（うち、当学会員 27 名） 
発表件数 167 名（うち、当学会員の発表件数 24 件） 
若手発表賞表彰 10 名（うち、当学会員より 1 名の受賞） 

 
６．研究会等 
（1）斜面緑化研究部会 

①第 55 回大会において研究集会を開催（研究集会４） 
開催日時：2024 年 9 月 14 日（土） 13：15～14：45 
会 場：東京農業大学世田谷キャンパス１号館 242 教室（会場 B） 
テーマ：「外来草本ヨシススキの分布域拡大状況の確認と課題」 
参加者：約 60 名 

 ②勉強会の開催 
開催日時：2025 年 6 月 2 日（月）～6 月 3 日（火） 
内 容：NPO 法人日本緑化工協会主催 現地見学会「中越地震 20 年後の法面植生の推移」に同行 

新潟県長岡市ほか現地視察 
 
（2）生態・環境緑化研究部会 
 ①熊本県阿蘇の現地プロジェクトの継続および関連活動（阿蘇ワーキングチーム） 

・阿蘇草原再生協議会および野草資源小委員会への参加 
・自然保護助成基金 第 8 期機関協力型助成（2024 年 4 月～2025 年 3 月） 

2024 年度報告「地域との協働による阿蘇の草原植物活用および地域活性化活動 －日本緑化工学会 
生態・環境緑化研究部会－」（自然保護助成基金助成成果報告書 vol. 34（2025）p. 25-35）をまとめ 
た。（2025 年 5 月 30 日 J-stage に公開） 

・環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事務所および熊本県阿蘇振興局との情報交換 
②第 55 回大会において研究集会を開催（研究集会５として開催） 

開催日時：2024 年 9 月 14 日（土） 15：00～16：30 
会 場：東京農業大学世田谷キャンパス１号館 232 教室（会場 A） 
テーマ：「Nature Positive を確実に実現する自然再生・緑化を目指して」 
参加者：100 名 
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 ③勉強会の開催 
開催日時：2025 年 6 月 30 日（月） 10：30～12：30 
開催地：大阪・関西万博 静けさの森および小催事場 
テーマ：「大阪・関西万博会場の地域性種苗利用事例の現地検討会」 
共 催：エスペックミック株式会社、株式会社日建設計 
参加者：21 名 

 
（3）乾燥地緑化研究部会 

公開シンポジウム 2025 「東アフリカ・ジブチ共和国における東京農業大学の乾燥地研究の 30 年」を開催 
開催日時：2025 年 7 月 5 日（土） 13：00～16：50 
会 場 ：東京農業大学世田谷キャンパス 農大アカデミアセンター地下１階 横井講堂 
開催方法：ハイブリッド（対面および zoom ミーティング 併用） 参加費：無料 
後 援 ：日本沙漠学会 沙漠工学分科会 

東京農業大学総研研究会 沙漠緑化研究部会／沙漠に緑を育てる会 
参加者 ：86 名 

 
（4）積雪寒冷地緑化研究部会 
令和 6 年度（第 37 回）植生技術講演会（共催）を開催 

開催日時：2025 年 3 月 11 日（月） 13：30～17：00 
会 場：グランドメルキュール札幌大通公園 2 階 エンプレスホール（札幌市） 
講師・演題： 
帯広畜産大学 宗岡寿美氏 「草本植物の根系を含む土供試体の強度定数（ c ・φ）評価」 
寒地土木研究所 佐藤厚子氏 「積雪寒冷地に適した緑化植物の検討」 

主 催：（一社）北海道造園緑化建設業協会  共 催：（一社）日本造園建設業協会北海道支部 
参加者：104 名 

 
（5）緑・健康研究部会 
緑・健康研究部会主催見学会「うめきた公園で緑の多面的機能を体感する」を開催 

開催日時：2025 年 5 月 31 日（土） 13：00～17：00 
開催地：大阪産業大学 梅田サテライトキャンパスおよび、うめきた公園 
内 容：講演「うめきた公園の計画趣旨について」および見学 講師：(株)日建設計 小松良朗氏 
参加者：19 名 

 
（6）生物多様性緑化研究部会  
 「未来の里山における人と自然を考える連続講演会」を、共催にて毎月 1 回オンライン開催 
   主 催：明治大学農学部応用植物生態学研究室 

後 援：一般財団法人世田谷トラストまちづくり 
   周知方法：運営メーリングリスト登録者へ案内を送付。 
   参加人数：各回 30～50 名 
   内 容 ：zoom 連続講演会を開催。2000 年 4 月から延べ 70 回開催、約 3000 名が参加した。 

（講演題目） 
・2024 年 8 月 28 日（水） 日置佳之氏 「環境ポテンシャルから大規模公園を見る」 
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・同 9 月 25 日（水） 前田瑞貴氏 「明治大学黒川農場の植生管理」 
・同 10 月 30 日（水） 橋本美和氏 「里山ランドスケープに生きるホトケドジョウ」 
・同 11 月 27 日（水） 内田 圭氏 「都市の残存緑地における植物多様性の保全」 
・同 12 月 18 日（水） 辻本 明氏 

  「箱根における新しい登山道補修の動き ～「近自然工法」と「サスティナブルツーリズム」～」 
・2025 年 1 月 15 日（水） 寺川裕子氏 「新しい “里山的” 生き方・暮らし方 の提案」 
・同 2 月 17 日（月） 阿部きよ子氏 「活動する里山の歴史を知る」 
・同 3 月 19 日（水） 西垣維音氏 「観察により明らかになる市街地のハナバチ」 
・同 4 月 30 日（水） 有川ゆう氏 「対馬市での里山保全活動とショップ」 
・同 5 月 30 日（金） 小幡 晃氏 「埋立地とラン」 

    ・同 6 月 25 日（火） 堂囿いくみ氏 
「身近なカタバミから眺める生き物のつながり －形態変異・繁殖干渉・共存－」 

・同 7 月 23 日（水） 山口隆子氏 「屋上緑化の原点 ～芝棟はいずこに」 
 
（7）第 55 回大会 企画研究集会 
 ①企画担当：森本淳子・橘 隆一・田中 淳・小川泰浩・小野幸菜・熊田勇斗（研究集会１） 
 開催日時：2024 年 9 月 13 日（金）11：00～12：30  会場：A（232） 
 テーマ：「令和６年能登半島地震復興にむけて ―未来の能登を考える―」 
 ②企画担当：今西亜友美・岡 浩平・小宅由似・福井 亘・宮崎直美・村上健太郎（研究集会２） 
 開催日時：2024 年 9 月 13 日（金） 11：00～12：30  会場：B（242） 
 テーマ：「OECM で活きる！現行自然共生サイトの現状と新制度」 
 ③企画担当：平林 聡・加藤 顕・河原典生（研究集会３） 
 開催日時：2024 年 9 月 14 日（土） 13：15～14：45  会場：A（232） 
 テーマ：「樹木による生態系サービスを可視化する－ i-Tree Eco/Canopy ユーザーワークショップ」 
 ④企画担当：簗瀬 知史（研究集会６） 
 開催日時：2024 年 9 月 14 日（土） 15：00～16：30  会場：B（242） 
 テーマ：「技術交流会 何故、健全な樹木を伐ってはいけないか？」 
 
７．学会誌の発行 

(1) 第 50 巻 1 号：令和 6 年 8 月 31 日発行 170 ページ（第 55 回大会特集号） 
(2) 第 50 巻 2 号：令和 6 年 11 月 30 日発行 65 ページ 
(3) 第 50 巻 3 号：令和 7 年 2 月 28 日発行  44 ページ 
(4) 第 50 巻 4 号：令和 7 年 5 月 31 日発行  55 ページ 

 
８．英文誌 Landscape and Ecological Engineering（LEE）の発行 

(1) Vol. 20 No. 4：2024 年 10 月発行（10 編） 
(2) Vol. 21 No. 1：2025 年 1 月発行（14 編） 
(3) Vol. 21 No. 2：2025 年 4 月発行（17 編） 
(4) Vol. 21 No. 3：2025 年 7 月発行（10 編） 
・Journal Impact Factor 1.9 (2024) ←1.7 (2023)  
・5-year Journal Impact Factor 2.2 (2024) ←2.0 (2023) 
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９．令和 6 年度日本緑化工学会賞の授与 
 研究奨励賞： 梅原 瑞幾（うめはら みずき） 氏 
 「介護現場における緑化および緑との関わりによる勤務者のストレスケアに関する研究」 
 功 績 賞： 山中 典和（やまなか のりかず） 氏 
 「乾燥地緑化植物の生理生態研究の発展と普及に対する功績」 
 功 績 賞： 柴田 昌三（しばた しょうぞう） 氏 
 「タケ・ササ類をはじめとする在来植物を利用した緑化技術の開発と普及に関する功績」 
 
10．CPD 
（1）第 55 回日本緑化工学会大会 

：森林分野 CPD を、3 名に述べ 13 ポイントを付与した。また、建設分野 CPD として合計 49 ポイント 
 を付与した。 

（2）未来の緑化工セミナー 
 ：以下の通りポイントを付与した。 

2024 年 8 月 26 日（第 3 回） 森林分野 CPD・3 名、建設分野 CPD・6 名 
2025 年 1 月 24 日（第 4 回） 建設分野 CPD・3 名 
2025 年 3 月 12 日（第 5 回） 森林分野 CPD・6 名、建設分野 CPD・4 名 

（3）現地検討会「能登半島地震による影響と自然再生（2025 年 1 月 12 日～1 月 14 日）」 
：建設分野 CPD を 2 名にポイントを付与した。 

（4）シンポジウム「東アフリカ・ジブチ共和国における東京農業大学の乾燥地研究の 30 年」 
：森林分野 CPD を 14 名に、建設分野 CPD を 2 名にポイントを付与した。 

 
11．学会誌の電子化に伴う学会活動・運営（デジタル改革ワーキンググループ） 
（1）コミュニティレターの発行（学会誌担当） 
①第 1 号：令和 7 年 1 月 27 日発行 52 ページ 
②第 2 号：令和 6 年 4 月 30 日発行 42 ページ 

  ・学会情報の発信、会員同士の交流を目的として創刊。 
・賛助会員には冊子の送付を行った。 

 
（2）ホームページ整備の推進（ホームページ担当） 
  ・学会誌サイトに発行誌および、すべてのバックナンバーの掲載を完了した。（学会誌 PDF 版掲載の継続 

については今後も検討） 
  ・コミュニティレターサイトを新規作成し、最新号とバックナンバーを掲載した。 
  ・円滑なホームページ更新のため、更新作業の外部委託を進めた。 
 
（3）広告形態・種別の決定（広告担当） 
  ・学会誌の電子化に伴い、従来冊子に掲載していた広告の形態、種別および年間広告掲載料を検討した。 
  ・掲載媒体（コミュニティレター＋ホームページトップページバナーおよび、バナーのみ）とサイズによ 

り、3 つの広告種別を決定した。 
・2024 年度は、賛助会員 5 社の広告を掲載した。 
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12．情報共有委員会 
メーリングリスト green-if の運営（利用者登録・管理および運用状態のチェック等）を行った。また、会員

からの意見により、SNS 連携などについて検討した。 
 
13．研究部門におけるその他活動 
（1）防災学術連携体における活動 

①防災学術連携体 2025 年度総会に参加 
開催日：2025 年 7 月 30 日（水） 

②各種集会等の告知と参加 
・防災推進国民大会 2024 シンポジウム参加の告知 
・防災学術連携体シンポジウム「阪神・淡路大震災 30 年、社会と科学の新たな関係」のオンライン配信 
の告知 （開催日：2025 年 1 月 7 日（火）） 

・防災学術連携体シンポジウムにおいて発表（開催日：2025 年 4 月 30 日（水）） 
「里山地域での応急対応と平時の備え：能登からの報告」 

上野裕介（石川県立大学）・中村華子（金沢大学） 
 
（2）災害復興支援・災害対応指針検討委員会（仮称） 

当学会の災害対応への行動指針となる「災害復興支援・災害対応指針（案）」の策定に向け、委員会の設立

準備を開始した。第 56 回大会時に委員会の名称を確定し、期限は 2 年間を予定している。 
①「防災学術連携体シンポジウム：防災庁への期待 災害応急対応力をどう強化するか」において発表 
（令和 7 年 4 月 30 日（水）オンライン開催、【セッション５】防災における重要な視点 発表 3） 
これまでの当学会の取り組みと能登での活動について報告した。 

②「日本緑化工学会 災害復興支援・災害対応指針検討のためのアンケート」を実施 
自然災害に対する取り組みと学会としてのニーズへの意見、知見者・事例の紹介などを、研究部会長およ 
び災害調査プロジェクト関係者へアンケートの協力を依頼した。 

 
14．会員および会費 
 理事会において、以下の 3 点が承認された。 
（1）学生会員：学生会員の会員資格を 1 ヶ年度とし、継続する場合は毎年度更新するものとする。 
（2）入会登録料：700 円から 1,000 円に変更する。 
（3）郵送による事務手数料：案内等のメール化により、郵送を希望する場合、年会費に加え手数料として 

1,000 円を請求する。 
 
15．その他 
（1）日本学術会議に関する協力団体としての対応 基本情報の登録、資料提供、情報交換 
（2）日本農学会への加盟 所属団体として随時対応、情報提供 

・日本農学会第 96 回大会および、日本農学賞授与式・読売農学賞授与式に参加した。 
（開催日：2025 年 4 月 5 日（土）） 

（3）ホームページ及び会員ブログの運営 
（4）会員向け連絡「ニュースメール」の配信、情報管理と公開 
（5）EBSCOhost とのデータベースライセンス契約 
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16．会員数 （令和 7 年 7 月末現在。括弧内は、←前年度末、←前々年度末、←前々々年度末 の数を表す｡） 
（1）名誉会員： 7 名  （←7 名 ←8 名 ←9 名） 
（2）正 会 員：495 名  （←583 名 ←582 名 ←560 名） 
（3）学生会員： 99 名  （←84 名 ←79 名 ←65 名） 

 ・大会発表のために入会する学生会員に対する会費優遇措置を 2015 年度より実施、継続。 
（4）賛助会員： 54 団体（←53 団体 ←53 団体 ←53 団体） 
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第二号議案 
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2024 年度 貸借対照表及び財産目録 
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第三号議案 
会則の一部改定（案） 

 
 

会則の一部改定新旧対照表（下線は変更部分を示す。） 
 

現  行 改  正 摘 要 

（理事担当） 
第 34 条 （略） 
2. （略） 
3. 理事会は第 2 条に定める本会の事業

を推進するため、以下の委員会を常置する

ほか必要な場合には臨時委員会を設ける

ことができる。委員会に関する規定及び委

員は理事会で定める。委員の任期は役員の

改選期に準じた 2 年とし、再任を妨げな

い。 
（1） 編集委員会 
（2） 学会賞選考委員会 
4. ～7. （略） 
 

（理事担当） 
第 34 条 （略） 
2. （略） 
3. 理事会は第 2 条に定める本会の事業

を推進するため、以下の委員会を常置する

ほか必要な場合には臨時委員会を設ける

ことができる。委員会に関する規定及び委

員は理事会で定める。委員の任期は役員の

改選期に準じた 2 年とし、再任を妨げな

い。 
（1） 編集委員会 
（2） 学会賞選考委員会 
（3） 災害対応委員会 
災害対応委員会は、災害発生時の当学会と

しての対応を検討する組織であり、会長、

副会長、事業・研究各部門の部会長により

構成され、必要に応じて会長が招集する。 
4. ～7. （略） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
常設委員会の創

設のため 
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第四号議案 
日本緑化工学会 令和 7 年度事業計画（案） 

（令和 7 年／2025 年 8 月 1 日 ～ 令和 8 年／2026 年 7 月 31 日） 
 
１．第 56 回日本緑化工学会大会の開催 

開催年月日：2025 年 9 月 8 日（月）～10 日（水） 
開 催 地：京都大学 芝蘭会館（京都市）および、大阪・関西万博会場（大阪市） 
発表題数 ：79 題（口頭発表 17 件、ポスター発表 62 件） 

発表件数のうち、論文 20 件、技術報告 21 件、研究交流発表 38 件 
公開シンポジウム「緑化の未来を拓く！森林・草地生態系における植物群集形成の科学」（9 月 8 日） 
現地見学会「大阪・関西万博における未来の緑の活用と管理」（9 月 10 日） 
研究集会 5 件（9 月 8、9 日）  企業展示 4 件（9 月 8、9 日） 

 
  ※第 57 回大会は、2026 年 9 月に帯広畜産大学にて開催予定。 
   第 58 回大会は、「ELR2027」として、2027 年 9 月に北陸地方で開催予定。 
 
２．研究会等 
（1）斜面緑化研究部会 
①通常号への特集原稿「外来草本ヨシススキの分布域拡大状況の確認と課題」（第 55 回大会 研究集会４の 
テーマ）を投稿予定 

②研究集会、勉強会、現地見学会を企画予定 
 
（2）都市緑化研究部会 
グリーンインフラ、ネイチャーポジティブ等に関わる公開ウェビナーを検討中。（開催時期は調整中） 

 
（3）生態・環境緑化研究部会 
 ①阿蘇の現地活動の継続（阿蘇ワーキングチーム） 
 ②阿蘇草原再生協議会における活動、環境省阿蘇くじゅう国立公園管理事務所、熊本県阿蘇振興局等と連携 

した地域性種苗利活用促進、情報発信活動を継続 
③第 56 回大会において研究集会を企画 

開催日時：2025 年 9 月 9 日（火） 12：00～13：30 
テーマ：「緑化植物・地域性種苗のよりよい使用に向けて」（研究集会(3)）会場：稲盛ホール 

 
（4）乾燥地緑化研究部会 

乾燥地緑化研究に関わる公開シンポジウムを開催予定。（開催日時および開催場所等は未定） 
 
（5）緑・健康研究部会 
 ①緑・健康研究部会主催 見学会を開催予定（開催時期、テーマは未定） 
②「緑と人の健康」に関するオンラインセミナーを企画予定 
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（6）生物多様性研究部会 
 継続中の「未来の里山における人と自然を考える連続講演会」（zoom 連続講演会）を開催する。 

2025 年 9 月をもって終了予定。 
（講演題目） 
・2025 年 8 月 20 日（水） 石丸京子氏 「尼崎の森中央緑地の生物多様性保全」 
・同 8 月 26 日（火） 佐伯いく代氏、生田緑地関係者 「「生田緑地憲章」の背景にある生物学」 
・同 9 月 12 日（金）（最終回） 大庭伸也氏 「水生昆虫入門」 

 
（7）海岸林・沿岸域緑化研究部会 

年 2 回の公開勉強会を継続予定。（開催時期、テーマは未定） 

 
 

（現在活動中の研究部会） 
斜面緑化研究部会 ／ 都市緑化技術研究部会 ／ 生態・環境緑化研究部会 
乾燥地緑化研究部会 ／ 積雪寒冷地緑化研究部会 ／ 緑・健康研究部会 
生物多様性緑化研究部会 ／ 海岸林･沿岸域緑化研究部会 

 
 
３．シンポジウム 
（1）第 56 回大会公開シンポジウム 
   開催年月日：2025 年 9 月 8 日（月）15:30～17:30 
   会 場：京都大学芝蘭会館 稲盛ホール 
   テーマ：「緑化の未来を拓く！森林・草地生態系における植物群集形成の科学」 
（2）その他、企画シンポジウムの開催を予定。 
 
４．現地見学会 
（1）第 56 回大会現地見学会 「大阪・関西万博における未来の緑の活用と管理」 
   開催年月日：2025 年 9 月 10 日（水） 
   見学場所：大阪・関西万博会場 大屋根リング、静けさの森、森になる建築 
（2）能登半島にて現地検討会を開催予定 

開催日時：2025 年 10 月～12 月（日程調整中） 
テーマ：「能登半島地震による影響と自然再生（2）」 
内 容：令和 6 年能登半島地震および奥能登豪雨の影響やトキの放鳥に向けた取り組み、地域におけ 
    る自然再生活動等を視察し、意見交換を行う。 

（3）その他、現地見学会の開催 
 
５．緑化工セミナー 
 学会諸活動を PR すること、学生や若手に活動内容を積極的に伝え、当学会の魅力を伝えることを目的とし

て「緑化工セミナー」を企画・開催。基本的にオンラインで各数回実施する。CPD ポイント付与を予定。 
（1）「未来の緑化工セミナー」（新博士や若手による研究紹介） 
（2）「技術を学べるセミナー」（緑化技術に関する発表・セミナー・緑化技術交流会） 
（3）「研究部会セミナー」（研究部会の活動「能登半島のグリーンインフラ復興を考える」 
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６．学会誌の発行：4 回発行予定 
(1) 第 51 巻 1 号：令和 7 年 8 月 31 日発行（第 56 回大会特集号） 
(2) 第 51 巻 2 号：令和 7 年 11 月末 発行予定 
(3) 第 51 巻 3 号：令和 8 年 2 月末 発行予定 
(4) 第 51 巻 4 号：令和 8 年 5 月末 発行予定 
・第 51 巻（2025 年度）は、現行の年 4 回の発行を継続し、第 52 巻（2026 年度）以降は「大会特集号」と 
「通常号」の 2 号編成として、「通常号」は採択が決まった原稿から J-Stage に即時公開する方向で準備 
を進める。 

 
７．学会誌の電子化に伴う学会活動・運営（デジタル改革ワーキンググループ） 
（1）学会事務運営業務および、学会ホームページサイト更新管理の業務委託 

学会事務運営業務（入退会受付、会計、会誌保管業務等）および、随時の情報更新が必要なホームページ 
のサイト更新管理作業を外部へ業務委託する。 

（2）コミュニティレターの発行：3 回発行予定 
  ①第 3 号：令和 7 年 8 月 発行予定 

②第 4 号：令和 8 年 12 月 発行予定 
③第 5 号：令和 8 年 4 月 発行予定 

 
８．英文誌 Landscape and Ecological Engineering（LEE）の発行 
  4 回発行予定：Vol. 21 (4)，Vol. 22 (1)～(3) 
 
９．学会賞の授与 
  令和 7 年度日本緑化工学会賞の授与（令和 8 年総会にて授与予定） 
 
10．CPD 
 第 56 回日本緑化工学会大会の公開シンポジウムおよび研究集会、現地見学会を森林・自然環境技術教育セ

ンター（JAFEE）の CPD プログラムとして登録し、CPD ポイントを付与する。 
 緑化工セミナー等に、必要に応じて CPD プログラムとして登録し、CPD ポイントを付与する。 
 
11．情報公開・広報・交流事業 
（1）ホームページ及び会員ブログの運営（総務部会） 
（2）会員向け連絡「ニュースメール」の配信、情報管理と公開（総務部会） 
（3）メーリングリスト green-if の運営（情報共有委員会） 
 
12．その他 
（1）日本学術会議に関する協力団体としての対応 
（2）防災学術連携体における活動 
  ①総会、WEB 研究会及び連絡会に参加予定。 
  ②防災学術連携体の中で日本緑化工学会が参加できる内容を告知、随時対応。 
（3）日本農学会における活動 
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（4）災害復興支援・災害対応指針検討委員会（仮称）における活動 
  委員会名称（「災害対応指針検討委員会」）の確定～委員募集、活動計画の策定、実施。 
  第 56 回大会において研究集会を企画。 

開催日時：2025 年 9 月 8 日（月） 11：15～12：45 
テーマ：「緑化工学を活かした災害復興支援を考える」（研究集会(1)）会場：稲盛ホール 

（5）総会資料のペーパーレス化の検討 
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第五号議案 
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